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(1) 名称及び代表者名

日生電機株式会社 代表取締役　古谷　伸一

(2) 所在地

本　　　店 　〒747-0001 　山口県防府市岩畠二丁目２１番５４号

（防府事業所） 　同　上

（防府倉庫） 　山口県防府市岩畠二丁目１７番１６号

下関支店 　〒752-0953 　山口県下関市長府港町１３－１　（神戸製鋼所・長府製造所内）

（関門事業所） 　同　上

（門司出張所） 　〒800-0007 　福岡県北九州市門司区小森江２-２-1　(神鋼メタルプロダクツ内）

栃木支店 　〒321-4367 　栃木県真岡市鬼ヶ丘１５番地　（神戸製鋼所・真岡製造所内）

（真岡事業所） 　同　上

（長田倉庫） 　〒321-4364 　栃木県真岡市長田一丁目２３番地　

(3) 環境管理責任者及び担当者氏名並びに連絡先

・環境管理責任者：富永　誠二 ☎：0835-22-5052（代表）

・環境管理担当者：垢木　翔太 ☎：0835-22-5052（代表）

(4) 事業内容

・建設業許可：電気工事業、消防施設工事業

・電気設備工事の設計施工及び保守管理

・電気通信工事の設計施工及び保守管理

・電気機器加工修理及び販売

・各種プラントの電気工事及び計装工事

・消防施設工事の設計施工及び保守管理

(5) 事業規模

・全社売上高： ￥750,504千円（2022年実績）

【　本　店　】 単位

従業員数 人

売上高 万円

事務所面積 ㎡ 183.34 ― 183.34 ― 183.34 ―

倉庫面積 ㎡ ― 229.5 ― 255.8 ― 255.8

所有/借用 ― 所有 所有 所有 所有 所有 所有

(6) 事業年度

・事業年度は、１月～１２月

9 10 10

38,803 15,875 21,532

工 事 収 入 ： ￥740,052千円

点検・納品売上高： ￥10,452千円

2020年度 2021年度 2022年度

１．組織の概要
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山口県防府市岩畠二丁目２１番５４号

日生電機株式会社

☎：0835-22-5052

※JR防府駅から約４Km（車で約１５分）

(付近詳細)

アクセスマップ
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対象事業者名： 日生電機株式会社

対象事業所： 本社、防府倉庫

※下関支店及び栃木支店は、㈱神戸製鋼所、㈱神鋼メタルプロダクツ

の構内作業でISO14001の傘下で活動しているため適用範囲としない。

対象事業活動： 電気工事業、消防施設工事業

EA21　対象組織図

（本店）

（総務・工務部門）

対象人員：１０名

（主任部員） ※実線部分が対象となる。

古谷伸一　（兼）

ワーキングG 福本捺於

(1)

(2)

(3)

(4)

本店（総務・経理）

（主管）　総務課

神田哲也　（兼）

（
環
境
管
理
部

）

EA21事務局

神田哲也

（
兼

）
富
永
誠
二

富永誠二

田中美智子

門司作業所

栃木支店 真岡事業所

下関支店 関門事業所 長府作業所

工
事
員

古谷伸一　（兼）

環
境
管
理
責
任
者

（主管）　工務１課

作
　
業
　
所

主
任
部
員

鬼村　強　（兼） 神田哲也　（兼）

鬼村　　強

篠原秀人 園川恵蔵

工務２課

神田柊弥 垢木翔太

篠原秀人（兼）

防府事業所長 （主管）　営業課
鬼村　強　（兼） 篠原秀人　（兼）

古谷伸一 古谷伸一　（兼） 神田哲也（兼）

富永誠二　（兼） 園川恵蔵　（兼）

代表取締役

（防府事業所）

２．組織図及び認証・登録範囲
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(5) EA21実施体制

※本店の事務所、

倉庫に関するもの。

（EAリーダー） （EAリーダー）

（注） 適用範囲外事業所

・下関支店

・栃木支店

※協力業者への教育・指示等は工事現場責任者にて行う。

(6) 役割分担表

・全体の統括、環境方針の設定、組織の役割・責任及び権限の設定、

全体の評価の把握及び見直し。

・全体の把握、環境経営システムの構築、運用、改善する。

その状況を代表取締役に報告する。

・目標の達成状況及び活動計画の実施及び達成状況を把握し審議する。

開催頻度は４半期毎とする。必要があれば臨時の開催を計画する。

・EA21文書及び記録類の作成、維持・管理を行う。

・本店のEA21に関する事項を遂行する。（電力・水道・車燃料・ゴミ・廃棄物等）

環境経営方針の掲示・管理。

・工事におけるEA21に関する事項を統括する。（電力・水道・車燃料・ゴミ・廃棄物等）

・工事におけるEA21に関する事項の遂行・管理にあたる。

（電力・水道・車燃料・ゴミ・廃棄物等）

工事における環境に対する教育を担当する。

総務部門

工事部門

工務１、２課長

工事現場責任者

EAリーダー

EA21事務局

作　　業　　所

工事現場責任者 工事現場責任者

作業員 作業員

協力業者 協力業者

所　　　　　属 役割・責任・権限

代表取締役

環境管理責任者

EA21委員会

総務部門 工務１課長 工務２課長

篠原　秀人 鬼村　強 神田　哲也

環境管理担当者 EA21事務局

垢木　翔太 環境管理責任者

経理事務１名

環境管理担当者

環境管理責任者

本店

代表取締役

古谷　伸一 EA21委員会

代表取締役（社長）

環境管理担当者

環境管理責任者 工務１課長

富永　誠二 工務２課長

経理部門

田中　美智子
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　日生電機株式会社は、当社の事業活動において「地球環境の改善」を念頭に

おき、「暮らしやすい環境」・「笑い声の聞こえる環境」の達成に少しでも力になれ

るように、エコアクション２１を導入し環境経営の継続的改善を行います。

　当社は事業活動を通じて、地球環境の負荷低減のために「環境経営システム」

１． 具体的な取り組みとして、次の項目を特定し推進していく。

①二酸化炭素排出削減のために、使用エネルギー（電力・ガソリン・軽油）の削減

に努めます。

②省資源、循環資源の活用、上水道の節水に努めます。また排水においては、

適正に処理します。

③廃棄物の削減はもとより、分別を確実に行い訂正な処理・リサイクルの促進に

努めます。

④化学物質の適正管理に努めます。

２． 事業活動においても関連する環境関連法規等を遵守します。

３． 加入する団体を通じて地域のボランティア活動を行い照明器具等の省エネ、

機器の寿命の長期化に取り組みます。

４． この環境方針は、従業員及び協力業者に周知・徹底するとともに、地球環境に

対する意識の向上に努めます。

令和３年８月１日制定

代表取締役　　古谷　伸一

　環境経営方針

基本理念

行動指針

を（エコアクション21）を構築し、運用・改善を行い環境経営の継続的改善を行います。

日生電機株式会社

３．環境経営方針
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事業年度：1月～12月　

基準年度

8,137 以下 8,053 以下 7,969 以下 7,969 以下 7,969 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

9,736 以下 9,636 以下 9,535 以下 9,535 以下 9,535 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

1,051 以下 1,041 以下 1,030 以下 1,030 以下 1,030 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

22,254 以下 22,025 以下 21,795 以下 21,795 以下 21,795 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

3,241 以下 3,208 以下 3,174 以下 3,174 以下 3,174 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

5,929 以下 5,867 以下 5,806 以下 5,806 以下 5,806 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

18.1 以下 18.0 以下 17.8 以下 17.8 以下 17.8 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

0.0 以下 0.0 以下 0.0 以下 0.0 以下 0.0 以下

(1％) (2％) (3％) (3％) (3％)

35.6 以下 35.3 以下 34.9 以下 34.9 以下 34.9 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

158 以下 156 以下 155 以下 155 以下 155 以下

(3％) (4％) (5％) (5％) (5％)

※1　CO2排出係数は、2019年度中国電力株式会社（調整後排出係数*）「0.585kg-CO2/kWh」を使用

※2　適正とは：必要量の購入、使用

備考　(　)内％は、2020年度実績をベースとした削減率または向上率を示す。

環境経営目標

2022年度　及び中長期　環境経営目標

2026年度

1
二酸化炭素排出量の削減

（事務所）
kg-CO2 8,388

環境経営目標 単位
2020年度 2023年度 2024年度 2025年度2022年度

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 1,084

1-1 電力使用量の削減 kWh 10,037

二酸化炭素排出量の削減（現場） kg-CO2 22,942

1-① 軽油使用量の削減 ℓ 3,341

2

2-1
産業廃棄物排出量の

削減（事務所）
㎥ 18.7

1-② ガソリン使用量の削減 ℓ 6,112

2-2
一般廃棄物排出量の

削減（事務所）
kg ―

3 水使用量の削減 ㎥ 163

2-①
産業廃棄物排出量の

削減（現場）
㎥ 36.7

4 化学物質の削減
シンナーの

適正管理
ℓ 適正管理

5
地域

貢献

ボランティア活動

（地域貢献、山口県電業

協会）

回/年 1

会社周囲の溝掃除 回/年 2 2

適正管理 適正管理 適正管理

1

適正管理

1

2

1 1 1

2 2 2

適正管理

４．環境経営目標
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【事務所】

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

1 富永

2 富永

3 富永

4 富永

1 富永

3 富永

1 垢木

2 垢木

3 垢木

1 富永

2 富永

1 古谷

2 古谷

【現場】

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

1 富永

2 富永

3 富永

1 垢木

2 垢木

3 垢木

2.廃棄物総排出量の削減 ゴミの分別を徹底

マニフェストによる適正処理

再資源化処理への搬入

環境経営目標 活動目標

長時間離席時、PC電源OFF

エアコンのこまめな温度調整

1-2.化石燃料使用量の削減 エコドライブの推進

(急加速・急発進の禁止)

会社周囲の溝掃除

環境経営目標 活動目標

不必要なアイドリングの禁止

2.廃棄物総排出量の削減

責任者

日程(スケジュール)

1

.

二

酸

化

炭

素

総

排

出

量

の

削

減

1-2.化石燃料使用量の削減

4.地域貢献 ボランティア活動

エコドライブの推進

(急加速・急発進の禁止)

現場への車両の乗合い(配車計画)

不必要なアイドリングの禁止

便器レバーの適正使用

　2022年度　環境経営計画

1

.

二

酸

化

炭

素

総

排

出

量

の

削

減

ゴミの分別を徹底

マニフェストによる適正処理

再資源化処理への搬入

3.水使用量の削減 節水を心掛ける

責任者

日程(スケジュール)

1-1.電気使用量の削減 不在時の照明消灯

不要場所の消灯(SWの適正管理)

５．環境経営計画

実行

実行

実行

実行

実行

実行

実行
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(1) 2022年度の環境経営目標に対する実績

基準年度 目標 実績

※1　CO2排出係数は、2019年度中国電力株式会社（調整後排出係数*）「0.585kg-CO2/kWh」を使用

※2　適正とは：必要量の購入、使用

967

13,327

1,652

達成状況

評　価

1 1

×

×

○

○

○

○

○

○

×

2022年度 2022年度

○

8,137 以下

9,736 以下

1,051 以下

22,254 以下

3,241 以下

5,929 以下

18.1 以下

―

35.9 以下

158 以下

8,342

10,421

21.6

3,876

7.6

○

521.7 ー

187.0

2

○

3

適正管理 適正管理

2

3 水使用量の削減 ㎥ 163

5
地域

貢献

ボランティア活動

（地域貢献、山口県電業協会）
回/年 1

4 化学物質の削減
シンナーの

適正管理
ℓ 適正管理

会社周囲の溝掃除 回/年

1-② ガソリン使用量の削減 ℓ 6,112

2-①
産業廃棄物排出量の削減

（現場）
㎥ 36.7

二酸化炭素排出量の削減（現場） kg-CO2 22,942

1-① 軽油使用量の削減 ℓ 3,341

2

2-1
産業廃棄物排出量の削減

（事務所）
㎥ 18.7

2-2
一般廃棄物排出量の削減

（事務所）
kg ―

1-1 電力使用量の削減 kWh 10,037

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 1,084

1
二酸化炭素排出量の削減

（事務所）
kg-CO2 8,388

環境経営目標 単位
2020年度

６．環境経営目標・計画の実績・取組結果とその評価

8



(2) 環境経営計画の取組結果とその評価

【事務所】

1

2

3

4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 2020年 886 938 852 690 474 608 760 1,218 1,142 650 733 1,086

目標 2022年 859 910 826 669 460 590 737 1,181 1,108 631 711 1,053

実績 2022年 1,300 1,313 949 676 546 537 859 1,007 1,041 673 623 897

1

3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 2020年 69.0 85.1 122.3 78.1 71.0 81.0 117.3 78.3 72.2 104.9 102.9 101.7

目標 2022年 66.9 82.6 118.7 75.8 68.9 78.6 113.8 76.0 70.0 101.8 99.8 98.6

実績 2022年 63.0 74.0 62.5 22.0 40.0 106.0 118.0 63.0 119.0 101.1 85.0 113.6

電力（kwh）

環境経営目標

1.二酸化炭素総排出量の削減

1-2.化石燃料使用量の削減

エコドライブの推進

取組内容

(急加速・急発進の禁止)

不必要なアイドリングの禁止

取組内容

評価

・活動項目を意識すれば自ずと安

全運転にもつながるので、継続し

て続けること。

取組結果

○

〇

1.二酸化炭素総排出量の削減

1-1.電気使用量の削減

環境経営目標

不在時の照明消灯

不要場所の消灯(SWの適正管理)

長時間離席時、PC電源OFF

エアコンのこまめな温度調整

評価

・電気使用量の削減が従業員のみ

んなに浸透してきている様に思え

るが、もう一つ意識の向上が必要

だと思われる。

取組結果

〇

ガソリン（ℓ）

〇

✕

✕

859 910 826 669 460 590 737 1,108 711 1,053 

1,300 1,313 

949 

676 
546 537 

859 
1,041 

623 

897 

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 9月 11月 12月

電気使用量

目標 2022年 実績 2022年 基準 2020年

(kwh)

66.9 82.6 118.7 75.8 68.9 78.6 113.8 76.0 70.0 101.8 99.8 98.6 

63.0 74.0 62.5 

22.0 
40.0 

106.0 118.0 

63.0 

119.0 
101.1 

85.0 
113.6 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

化石燃料使用量

目標 実績 基準

(ℓ)

9



1

2

3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 2020年 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56 1.56

目標 2022年 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51 1.51

実績 2022年 0.00 0.00 1.00 0.00 1.60 0.00 0.00 0.00 0.00 2.60 0.00 2.40

※排出時期が不定期の為、年間の合計による。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 － － － － － － － － － － － －

目標 － － － － － － － － － － － －

実績 2022年 28.5 105.2 50 43.45 6.6 5.9 5.8 5.5 28.5 6.9 18.3 210

可燃ごみ 8.5 5.2 8.8 8.35 6.6 5.9 5.8 5.5 8.5 6.9 8.3 7

段ボール 20 100 20 10 80
シュレッ

ダーゴミ
41.2 35.1 130

※R3年8月より計量開始

産業廃棄物（㎥）

一般廃棄物（kg）

内訳

環境経営目標 取組内容

ゴミの分別を徹底

マニフェストによる適正管理

再資源化処理への搬入

取組結果

○

○

○

2.廃棄物総排出量の削減

合計

18.70

18.14

7.60

評価

・3項目ともよく実施できてい

るので維持管理していきま

しょう。

18.14 
7.60 

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

合計

産業廃棄物排出量

目標 実績 基準

(㎥)

28.5

105.2

50 43.45

6.6 5.9 5.8 5.5

28.5
6.9

18.3

0
20
40
60
80

100
120

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物排出量

目標 実績 基準

(kg)
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基準 2020年

目標 2022年

実績 2022年

1

2

1月 ～ 12月 1月 ～ 12月

基準 2020年 1.0 基準 2020年 2.0

目標 2022年 1.0 目標 2022年 2.0

実績 2022年 1.0 実績 2022年 3.0

水使用量（㎥）

環境経営目標 取組内容 取組結果

ボランティア活動 会社周囲の清掃

環境経営目標 取組内容 取組結果 評価

・節水への意識が皆さんに浸

透してきました。一人一人が

出来るSDG'ｓが実行できてい

ると思われます。

3.水使用量の削減

21.0

1月～2月 3月～4月 5月～6月 7月～8月

36.0 26.0 24.0

9月～10月 11月～12月

25.0 31.0

20.4

34.0

34.9 25.2 23.3

評価

・計画通り実行できていま

す。

○

○

4.地域貢献 ボランティア活動

会社周囲の溝掃除

30.1

38.0 26.0 23.0 26.0 40.0

1 節水を心掛ける ○

2 便器レバーの適正使用 ○

24.3

20.4 34.9 25.2 23.3 24.3 30.1 

34.0 
38.0 

26.0 23.0 26.0 

40.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

1月～2月 3月～4月 5月～6月 7月～8月 9月～10月 11月～12月

水使用量

目標 実績 基準

(㎥)
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【現場】

2

3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 2020年 386.5 285.2 341.5 618.2 532.4 734.2 717.6 560.6 557.0 552.8 490.0 335.8

目標 2022年 259.0 280.0 295.4 344.4 195.0 325.0 386.7 366.3 351.7 300.5 408.1 363.7

実績 2022年 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 2020年 25.4 70.5 309.4 298.6 259.3 406.5 406.1 166.0 456.0 504.1 330.9 108.3

目標 2022年 24.6 68.4 300.2 289.6 251.5 394.3 393.9 161.0 442.3 489.0 321.0 105.1

実績 2022年 140.3 74.0 116.9 116.6 210.5 18.7 102.9 68.9 246.2 212.1 154.3 190.8

1.二酸化炭素総排出量の削減

　化石燃料使用量の削減

エコドライブの推進

軽油（ℓ）

環境経営目標 取組内容 取組結果

ガソリン（ℓ）

(急加速・急発進の禁止)

現場への車両の乗合い(配車計画)

評価

・エコに心掛けた安全運転、

車両の乗合いが出来ています

ので継続していきましょう。

不必要なアイドリングの禁止

○1

○

✕

24.6 68.4 300.2 289.6 251.5 394.3 393.9 161.0 442.3 489.0 321.0 105.1 
140.3 

74.0 116.9 116.6 
210.5 

18.7 102.9 

68.9 246.2 212.1 
154.3 

190.8 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

化石燃料使用量（軽油）

目標 実績 基準

(ℓ)

259.0 280.0 295.4 344.4 195.0 325.0 386.7 366.3 351.7 300.5 408.1 363.7 

259.0 
259.0 

259.0 
259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 259.0 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

化石燃料使用量（ガソリン）

目標 実績 基準

(ℓ)(ℓ)
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1

2

3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基準 2020年 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08 3.08

目標 2022年 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99 2.99

実績 2022年 0.00 1.27 2.10 2.70 0.80 8.46 0.00 3.16 0.00 0.00 0.65 2.50

※排出時期が不定期の為、年間の合計による。

・3項目ともよく実施できてい

るので維持管理していきま

しょう。

評価

産業廃棄物（㎥）

2.廃棄物総排出量の削減

取組内容

ゴミの分別を徹底

マニフェストによる適正処理

再資源化処理への搬入

取組結果

○

○

○

環境経営目標

21.63

合計

36.96

35.87

35.87 

21.63 

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

合計

産業廃棄物排出量

目標 実績 基準

(㎥)
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環境経営計画 期間：2023年1月～2023年12月

【事務所】

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

1 富永

2 富永

3 富永

4 富永

1 垢木

3 垢木

1 垢木

2 垢木

3 垢木

1 富永

2 富永

1 古谷

2 古谷

【現場】

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

1 垢木

2 垢木

3 垢木

1 垢木

2 垢木

3 垢木

責任者
日程(スケジュール)

不必要なアイドリングの禁止

2.廃棄物総排出量の削減 ゴミの分別を徹底

環境経営目標 取組内容 責任者
日程(スケジュール)

4.地域貢献 ボランティア活動

便器レバーの適正使用

マニフェストによる適正処理

再資源化処理への搬入

3.水使用量の削減 節水を心掛ける

不必要なアイドリングの禁止

2.廃棄物総排出量の削減 ゴミの分別を徹底

1.二酸化炭

素総排出量

の削減

再資源化処理への搬入

1.二酸化炭

素総排出量

の削減

1-2.化石燃料使用量の削減 エコドライブの推進

(急加速・急発進の禁止)

現場への車両の乗合い(配車計画)

マニフェストによる適正処理

環境経営目標 取組内容

エアコンのこまめな温度調整

1-2.化石燃料使用量の削減 エコドライブの推進

(急加速・急発進の禁止)

1-1.電気使用量の削減 不在時の照明消灯

不要場所の消灯(SWの適正管理)

長時間離席時、PC電源OFF

会社周囲の溝掃除

７．次年度の環境経営計画

実行

実行

実行

実行

実行

実行

実行
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環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況

順守状況 判定

公害防止・自然環境保全 順守 〇

廃棄物の適正処理 順守 〇

再生資源等の利用 順守 〇

国・地方公共団体の施策に協力 順守 〇

産業廃棄物管理票の交付 5年間保存 〇

廃棄物等の適正な処理 〇

県の施策に協力 〇

廃棄物等の適正な処理 〇

市の施策に協力 〇

廃棄物等の適正な処理 〇

市の施策に協力 〇

　※環境関連法規などの一覧及びそれらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。

　なお、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありません。

法律名等 法令条項 要求事項・内容
定期的確認【令和4年11月5日現在】

環境基本法 第8条

廃棄物の処理及

び清掃に関する

法律

第3条 廃棄物の適正処理
分別排出・産業廃棄物処理場

で処理を行う
〇

第12条

産業廃棄物が運搬されるまでの間の適正保

管
保管場所・仮置き場の確保 〇

運搬又は処分を他人に委託する場合は、環境省

令で定める産業廃棄物処分業者に委託する
委託処分業者との契約書の有無 〇

地球温暖化対策の

推進に関する法律
第5条 国・地方公共団体の施策に協力 順守 〇

指定検査機関の行う水質に関する検査
毎年1回指定検査機関による水

質検査
〇

山口県環境基本

条例
第6条

公害を防止し、又は自然環境を適正に保全

するために必要な措置を講ずる

浄化槽法

第5条
浄化槽の設置・構造若しくは規模の変更の

届出
その都度届出を行う 〇

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃
毎年1回浄化槽の保守点検及び

清掃を行う
〇

第11条

防府市環境保全

条例
第5条

公害を防止し、又は自然環境を適正に保全

するために必要な措置を講ずる

防府市佐波川清

流保全条例
第4条

佐波川の清流を損なわないよう必要な措置

を講ずる

８．環境関連法規などの遵守状況及び違反、訴訟等の有無
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・令和3年８月１日に、エコアクション２１の認証取得にむけてスタートしました。

令和5年2月22日に下記項目の評価をおこないました。

［　評価項目　］

１．環境経営方針 ・良好 ・変更なし。

２．環境経営目標 ・良好 ・変更なし。

３．環境経営計画 ・良好 ・変更なし。

４．実施体制 ・良好 ・変更なし。

・２０２３年度も継続して活動を行いその結果を基として次年度の『環境経営』に

取り組んで頂きたい。

・エコアクション２１ガイドライン（2017年度版）を有効的に活用していくために

組織全員で教育・研修・協議会等を行い組織のスキルアップにつなげていきます。

・日生電機株式会社は「環境経営方針・基本理念」に従い、環境の改善に特化した

環境目標を継続的に改善を行い又維持（行動）し、顧客から高い評価を頂けるような企業

に成長できるように努めてまいります。

［　評価結果・変更の有無　］

令和5年2月22日

代表取締役 古谷　伸一

９．代表者による全体評価と見直し・指示
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《地域社会における環境活動》

《地域貢献（ボランティア活動）》

10．地域貢献及び環境活動

地域貢献の一環として、除草作業を行いました。

(環境美化活動)

地域貢献の一環として、溝掃除作業を行いました。(環境美化活動)
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《緊急事態対応訓練》

《地域貢献ボランティア活動》

夏の工事現場での緊急対処

のスキルアップの訓練を行

いました。

防府市右田福祉センター横の地下道において、

既設照明器具をLED器具に交換、蛍光管の取替、

照明器具の清掃、地下道の清掃を行いました。
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